
失
わ
れ
る
森
、共存の道は

ボルネオゾウはボルネオ島北東部の限られた地域に、わずか1,600頭ほどが生息する。彼らが生きるためには広大な森が必要だ。
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川で分断された森をつなぐ吊り橋に
自動撮影カメラをとりつける地元雇用のNPOスタッフ。

テングザルは低地林やマングローブに棲むが、
年々その生息域は狭まっている。

夜の森で眠るムラサキヤイロチョウ。
熱帯雨林は驚くような生き物たちの宝庫だ。

オランウータンは7～10歳で親から離れて単独生活に入る。
種として生き延びるためには広い行動範囲が必要だ。

パームオイルは現地でもあらゆる食品に用いられ、
生活に欠かすことができないほどに浸透している。

伐採されたフタバガキを運搬するトレーラーを見れば、
その巨大さがわかる。

果肉に大量の油を含むアブラヤシの実は、
しっとりと柔らかくて甘い香りがする。

製油工場に次 と々運ばれてくるアブラヤシ。
現地では最大の産業であり、経済成長を支えてきた。

空から見れば、アブラヤシ林（手前）の広がりと、
わずかに残された保護区に迫る様子がよくわかる。
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ボルネオ島

左 : 原生林の深奥部に建つ一軒宿「ボルネオ・レインフォレストロッジ」は欧米の富裕層に高い人気を誇る。中 : オランウータンを観察する外
国人旅行者。右 : 川に架かる吊り橋を渡るブタオザル。吊り橋はシンプルなものでも十分機能することが確認されている。

　
地
上
で
最
も
豊
か
で
最
も
複
雑
な
生
態
系
、
そ

し
て
、
地
上
の
生
物
種
の
半
数
以
上
が
生
息
す
る

と
言
わ
れ
る
高
度
な
生
物
多
様
性
の
世
界
。
そ
れ

が
熱
帯
雨
林
で
あ
る
。
な
か
で
も
ボ
ル
ネ
オ
に
代

表
さ
れ
る
東
南
ア
ジ
ア
の
熱
帯
雨
林
は
、
と
り
わ

け
生
物
多
様
性
に
富
む
こ
と
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
ボ
ル
ネ
オ
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

ブ
ル
ネ
イ
の
3
カ
国
に
ま
た
が
る
、
世
界
で
3
番

目
に
大
き
な
島
。
ボ
ル
ネ
オ
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
や

ボ
ル
ネ
オ
ゾ
ウ
、
テ
ン
グ
ザ
ル
な
ど
の
固
有
種
を

筆
頭
に
、
希
少
な
動
植
物
の
生
息
地
で
も
あ
る
。

近
年
で
も
昆
虫
類
を
中
心
に
、
数
多
く
の
新
種
の

発
見
が
相
次
い
で
い
る
。

　
ボ
ル
ネ
オ
に
は
特
有
の
〝
突
出
木
〞
と
呼
ば
れ

る
高
さ
80
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
巨
木
が
そ
び
え
立

つ
。
こ
れ
ら
は
お
も
に
フ
タ
バ
ガ
キ
科
の
樹
木
で
、

こ
の
フ
タ
バ
ガ
キ
の
木
々
を
頂
点
と
し
た
比
類
の

な
い
巨
大
な
体
積
の
森
が
、
多
く
の
生
命
に
棲す

み

処か

と
食
料
を
与
え
、
き
わ
め
て
複
雑
な
立
体
構
造

の
生
態
系
を
作
り
出
し
、
高
度
な
生
物
多
様
性
を

支
え
て
い
る
の
だ
。

　
し
か
し
な
が
ら
こ
の
夢
の
よ
う
な
生
命
の
森
は
、

わ
ず
か
半
世
紀
ほ
ど
で
そ
の
半
分
以
上
が
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
。
森
に
大
規
模
な
伐
採
が
入
っ
た
理

由
は
、
フ
タ
バ
ガ
キ
の
持
つ
高
い
商
業
価
値
に

あ
っ
た
。
真
っ
直
ぐ
に
、
太
く
、
高
く
伸
び
る
フ

タ
バ
ガ
キ
は
、
そ
の
質
量
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
節

や
木
目
が
な
い
こ
と
か
ら
も
加
工
に
適
し
て
い
る
。

か
く
し
て
、
か
つ
て
森
に
高
く
そ
び
え
て
い
た

木
々
は
、
合
板
や
材
に
加
工
さ
れ
〝
ラ
ワ
ン
〞
と

い
う
名
で
輸
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の

す
ぎ
た
り
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
動
き
始
め
た
の
が
日
本
の
団
体
で
あ
る
。

認
定
N
P
O
法
人
ボ
ル
ネ
オ
保
全
ト
ラ
ス
ト
・

ジ
ャ
パ
ン
は
、
分
断
さ
れ
た
保
護
区
を
つ
な
ぐ
た

め
に
、
基
金
を
集
め
て
キ
ナ
バ
タ
ン
ガ
ン
川
低
地

林
域
の
土
地
の
買
い
戻
し
を
始
め
た
。
ま
た
、
川

で
分
断
さ
れ
た
森
を
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
を
含
む
多

様
な
野
生
動
物
が
行
き
来
で
き
る
よ
う
吊
り
橋
を

架
け
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
の
流
れ
は
、
環
境
保
護
と
観
光
収
入

の
両
立
が
で
き
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
広
が
り
で

あ
る
。
ボ
ル
ネ
オ
に
は
世
界
に
類
を
見
な
い
豊
か

な
自
然
が
あ
り
、
特
に
欧
米
か
ら
の
熱
心
な
富
裕

層
の
観
光
客
が
多
い
。
原
生
林
の
残
る
保
護
区
な

ど
は
〝
死
ぬ
ま
で
に
行
き
た
い
憧
れ
の
場
所
〞
の

ラ
ン
キ
ン
グ
に
入
る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
旅
行
先

と
し
て
の
今
後
の
発
展
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
熱
帯
雨
林
の
保
全
は
地
球
規
模
で
の
課
題
で
あ

る
が
、
当
該
地
域
の
経
済
発
展
も
な
い
が
し
ろ
に

は
で
き
な
い
。
ど
こ
か
で
う
ま
く
折
り
合
い
を
つ

け
て
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
ボ
ル
ネ
オ
の
自
然
が
い

つ
ま
で
も
残
っ
て
ほ
し
い
。
レ
ン
ズ
を
通
し
て
変

わ
り
ゆ
く
森
を
追
い
続
け
る
中
で
、
そ
う
切
に
願

う
の
で
あ
る
。

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
農
地
転
用
さ
れ
、
パ
ー
ム

オ
イ
ル
の
需
要
の
高
ま
り
と
と
も
に
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
開
発
目
的
で
の
伐
採
も
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
や
が
て
マ
レ
ー
シ
ア
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

は
主
要
な
第
1
次
産
業
と
な
っ
た
。
特
に
開
発
の

し
や
す
か
っ
た
低
地
林
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
化

が
進
み
、
あ
れ
だ
け
多
様
性
の
あ
る
樹
種
に
満
ち

た
森
が
広
が
っ
て
い
た
世
界
は
、
た
っ
た
1
種
の

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
だ
け
が
延
々
と
広
が
る
世
界
へ
と
変

わ
り
果
て
た
。

　
一
方
で
パ
ー
ム
オ
イ
ル
は
、
安
価
で
安
定
供
給

さ
れ
る
植
物
油
脂
と
し
て
需
要
が
広
が
り
、
食
品

か
ら
化
粧
品
や
洗
剤
の
原
料
に
至
る
ま
で
の
幅
広

い
用
途
に
使
わ
れ
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
広
が
り
続
け
る
ア
ブ
ラ

ヤ
シ
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に
対
し
て
は
、
国

際
社
会
か
ら
の
非
難
は
高
ま
る
一
方
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
を
受
け
て
、
貴
重
な
熱
帯
林
を

伐
採
す
る
こ
と
な
く
、
環
境
と
人
権
に
配
慮
す
る

な
ど
の
基
準
を
定
め
た
パ
ー
ム
オ
イ
ル
生
産
の
認

証
制
度
が
作
ら
れ
た
。

　
私
が
長
年
取
材
を
し
て
き
た
マ
レ
ー
シ
ア
領
サ

バ
州
で
も
、
試
行
錯
誤
が
続
い
て
い
る
。

2
0
0
9
年
以
降
保
全
価
値
の
高
い
1
0
0
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
森
が
、
伐
採
や
農
地
転
用
が
で
き
な

い
森
林
保
護
区
に
指
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
広
大

な
行
動
範
囲
を
必
要
と
す
る
ボ
ル
ネ
オ
ゾ
ウ
や
オ

ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
な
ど
に
と
っ
て
は
、
一
部
の
保
護

区
は
飛
び
地
状
だ
っ
た
り
、
生
息
地
と
し
て
は
狭

阿
部
雄
介（
あ
べ・
ゆ
う
す
け
）

岐
阜
県
生
ま
れ
。大
学
卒
業
後
に
世
界
各
地
を
旅
し
た
後
、写
真
家
の

三
好
和
義
氏
に
師
事
し
、独
立
。現
在
は
機
内
誌
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま

な
媒
体
で
活
躍
。世
界
の
熱
帯
雨
林
や
野
生
生
物
な
ど
の
撮
影
を
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
し
、ボ
ル
ネ
オ
に
は
20
回
以
上
通
っ
て
い
る
。2
0
0
9
年

に
マ
レ
ー
シ
ア・サ
バ
州
観
光
省
主
催
の「
サ
バ・ツ
ー
リ
ズ
ム
ア
ワ
ー
ド
」

に
て
、海
外
記
事
部
門
最
優
秀
賞
を
受
賞
。

林の中から抜きん出て高く伸びるフタバガキ。
最大のもので高さ88mの記録がある。

最
大
の
輸
入
国
は
日
本
だ
っ
た
。

　
伐
採
後
の
土
地
の
多
く
は
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
プ
ラ

マレーシア
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